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Arylene diimides have been widely used for organic light-emitting diodes, dyes, and 

pigments. The color tuning is achieved by introducing electron-donating groups into the 

arylene skeleton.1 In this study, we will report the absorption and emission color tuning by 

adding various electron-donating aromatic compounds to a pyromellitic diimide. Chiral charge-

transfer complexes were obtained by using pyromellitic diimide with chiral amino acids. Chiral 

optical properties will also be reported. 
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芳香族ジイミド化合物は化学的安定性、耐熱性、耐酸化性に優れ、有機 EL や有機

色素等に汎用される基本骨格である。電子受容性の芳香族ジイミド骨格に種々の電子

供与性置換基を導入することで、電荷移動により多彩な（発光）色を示すようになる
1)。しかし、母骨格への置換基導入に伴い合成経路が煩雑・多段階になる問題がある。

本研究では、キラルアミノ酸を導入したピロメリット酸ジイミドに種々の電子供与性

芳香族化合物を添加することで、吸収・発光色を容易に調整できることを明らかとし

たので報告する。 

アクセプター分子であるピロメリット酸ジイミドは、ピロメリット酸二無水物に

種々の置換基 Rをもつキラルアミノ酸を作用させることで合成した 2)。ピロメリット

酸ジイミドと電子供与性芳香族化合物からなる共結晶は交互積層型電荷移動錯体で

あり、π 電子供与体の性質によって多様な吸収・発光色を示すことを明らかにした。 
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